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シアトル日系アメリカ人における大動脈脈波速度と

動脈硬化リスク要因との関連に関する研究
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　大動脈脈波速度（PWV）は動脈硬化の非観血的定量的指標として日本における集団健診等で使用されて

いる。PWVと動脈硬化のリスク要因との関連を調べるために，1989年から1994年までに米国ワシントン州

シアトル市Nikkei Diseae Prevention Centerで循環器疾患予防健診に参加した20歳以上の日系人1,389人を対

象として統計解析を行った。対象集団の86％は2,3世であり，12％のみが1世であった。

　PWVについてはフクダ電子(株)製PWV-200を用いて，日本で訓練された検査技師が測定した。血清脂質

の分析は，米国CDCの精度管理下にあるワシントン大学Northwest Lipid Research Laboratoriesに依頼し

た。健診時に自記式質問票を配布し，ライフスタイルや既往歴等について記入して貰った。

　1996年の鈴木らのPWVと動脈硬化性疾患との関連を示す研究結果に基づいて，年齢60歳未満でPWV

8.0 m/sec以上を異常，60歳以上で9.0 m/sec以上を異常と定義した。PWV異常値発現のリスクを推定する

ためにPWV異常値をもつ者を1，それ以外の者を0とし，いくつかの動脈硬化のリスク要因を説明変数と

して二項変数に変換した後，多重ロジステック回帰分析を行った。

　男女合計した結果ではPWV異常値発現リスクのオッズ比は，年齢(〓60/＜60)が3.60(p＜0.001)，性

(男/女)が0.65(p＜0.01)，高血圧(有/無)が2.01(p＜0.001)，糖尿病(有/無)が3.66(p＜0.001)，TC/

HDL-C(〓45/＜45)が1.61(p＜0.001)，BMIが1.08(NS)，非飲酒者に比較して現飲酒者が0.45

(p＜0.001)，前飲酒者が0.47(p＜0.001)，非喫煙者に比較して現喫煙者が1.47(p＜0.10)，前喫煙者が

1.65(p＜0.01)であった。男女別の結果においても同様の傾向が観察された。

　PWVは大動脈の解剖所見による血管硬化の程度とよく対応するものの，それが動脈硬化性疾患，特に虚

血性心疾患を予測する手段となり得るか否かについては今後も研究してゆく必要がある。PWVの測定装置

は大動脈の動脈硬化の程度を簡単に，かつ迅速に測る器械として有用であり，PWVは動脈硬化の程度を受

診者に伝える有効な方法であると考えられる。
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